
第３回宇都宮市上下水道事業懇話会 
 

日 時：平成２４年９月４日（火）  
午後３時～         

場 所：上下水道局５階大会議室   
 
 

次     第 
 
 
   １ 開 会 
 
 

２ 管理者あいさつ 
 
 

３ 委員紹介 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料１，資料２  
 
 
   ４ 懇 話 
 
 

   平成２４年度マーケティング調査の結果概要について 
・・・・資料３  

 
   上下水道基本計画改定計画の骨子について   ・・・・資料４  

 
 

   第二期地方分権改革に関するパブリックコメントについて 
・・・・資料５  

 
   その他 

 
 
   ５ 閉 会 



【資料１】 
 
 

宇都宮市上下水道事業懇話会委員名簿 
 

（敬称略）  

氏  名 役  職  名 

◎ 太田
お お た

 正
ただし

 作新学院大学経営学部教授 

○ 赤塚
あかつか

 朋子
と も こ

 宇都宮大学教育学部教授 

金枝
かなえだ

 右子
ゆ う こ

 宇都宮市消費者友の会会長 

金
かな

柿
がき

 説生
せ つ お

 宇都宮商工会議所青年部直前会長 

川島
かわしま

 育郎
や す お

 ㈱栃木放送報道制作局次長兼報道制作部長 

川嶋
かわしま

 和子
か つ こ

 宇都宮市河川愛護会副会長 

西谷
にしたに

 元則
もとのり

 公募委員 

北條
ほうじょう

 信男
の ぶ お

 宇都宮市自治会連合会副会長 

三好
み よ し

 貫一
かんいち

 公募委員 

室
むろ

  恵子
け い こ

 足利工業大学工学部教授 

◎ 座長  ○ 職務代理者 
 



【資料２】 
 

上 下 水 道 局 名 簿 
 

氏   名 職     名 

津 田 昌 利 上下水道事業管理者 

横 塚 達 治 経営担当次長 

吉 澤 信 二 技術担当次長 

鈴 木 裕 之 経営企画課長 

岩 渕 英 夫 経営企画課経営担当主幹 

秋 山 正 美 企業総務課長 

髙 橋  誠 サービスセンター所長 

鈴 木 孝 男 工事受付センター所長 

飯 野 邦 男 配水管理センター所長 

飯 野 利 也 水道建設課長 

大 谷 順 一 下水道建設課長 

安 納  寛 下水道施設管理課長 

吉 成 修 一 生活排水課長 

小 張 健 一 技術監理室長 

中 山 和 江 経営企画課課長補佐 

青 柳  裕 経営企画課企画財政広報係長 



【資料３】 

 

平成２４年度マーケティング調査の結果概要について 

 

１ 調査の目的 

 上下水道事業に関する顧客満足度や顧客ニーズ等を把握し，今後の事業運営の参考と

するとともに，上下水道基本計画の中間見直し作業に活用するため，アンケート形式に

よるマーケティング調査を実施するもの 

 

２ 調査の概要 

（１）調査対象地域 … 全市域 

（２）調査対象人数 … 2,500 名（世帯） 

（３）設問     … 別紙１のとおり 

（４）抽出方法   … 以下の条件による 

① 水道・公共下水道の双方利用，利用開始から１年以上経過等，

６条件から対象者を抽出する。 

② 抽出結果を地区ごとに分け，その比率を算出して，各地区の

対象者を比例配分で決定する。その上で無作為抽出をする。 

（５）調査方法   … 郵送 

 

３ 結果の概要 

（１）回答数   … 1,115 通（回収率：44.6％） 

（２）集計結果   … 別紙２ のとおり 

（３）結果の概要  …  

 ・ 上下水道事業についての満足度（満足＋概ね満足の比率）は，水道事業が 72.0％，

下水道事業が 71.8％となっており，７割超のお客様が満足している。 

 ・ 水道水をおいしいと思う人は 82.3％を占め（おいしい＋どちらかといえばおいしい

の比率），高い割合を維持している。 

 ・ 今後希望する事業の優先度としては，上下とも料金・使用料の抑制が最も多くなっ

ており，水道では安全でおいしい水の供給，耐震化，安定供給が，下水道では高度処

理の導入，耐震化，浸水被害対策がこれに続いている。 

 ・ 雨水貯留施設の設置費補助は，知っている人の割合が 26.9％と低調である。 

 ・ 今後の耐震化については，他の整備費用を抑制して進めるべきと考える人が 74.5％

と高い割合を呈しているが，料金値上げをしてでも強化すべきという人も 14.9％いる。 

 ・ 回答者の属性は，男女が概ね半々であるが，60 歳代以上が 53.3％を占め，年齢層の

偏りが顕著である。 
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平成２４年度 

水道・下水道に関するアンケート調査 
 

 

 日頃より，本市上下水道事業にご理解とご協力をいただき，

誠にありがとうございます。 

 さて，このたび上下水道局では，より質の高いサービスを

提供するため，お客様に「水道・下水道に関するアンケート

調査」を実施することといたしました。 

 大変ご面倒をおかけしますが，本調査の趣旨をご理解いた

だき，ご協力いただきますようお願い申し上げます。 

 

 ご回答いただいた後，この調査票を同封の返信用封筒に入

れ，平成２４年７月２１日（土）までにご投函ください（切

手は不要です）。 

 

※ このアンケートは，本市の上下水道をご利用いただいている方の中から，無

作為に選び出した 2,500 名の皆様にご協力をお願いしております。 

※ ご回答については，ご家族の方が記入されても結構です。 

※ このアンケートは上下水道局で統計的に処理し，調査目的以外には使用いた

しません。 

宇都宮市上下水道局 
平成２４年７月 

 

 

 
＜お問い合わせ先＞ 
上下水道局経営企画課 
企画財政広報グループ 
TEL：028-633-3230 

水道ぼうや 

設問は次ページからです ⇒ 

アンケートにご協力いただ

いた方の中から，抽選で上

下水道局オリジナルグッズ

をプレゼントします!! 

詳しくは最終ページをご覧

ください。 

別紙１ 
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§１ 水道事業についておうかがいします             
 

問１ あなたは，宇都宮市の水道水をおいしいと思いますか？ 

次の中から選んでください。（○は１つ） 

１ おいしい 

２ どちらかといえばおいしい 

３ どちらかといえばおいしくない 

４ おいしくない 

 

問２ あなたは，普段『水』を飲む場合，どのように飲んでいますか？ 

次の中から選んでください。（○は１つ） 

１ 水道水をそのまま飲む                ⇒ 問２－２へ 

２ 水道水を冷やして飲む 

３ 水道水を沸かしてから飲む 

４ 水道水を浄水器に通して飲む 

５ 市販の水（ミネラルウォーター等）を飲む 

６ 普段水を飲まない 

７ その他（具体的に→              ） 

 

問２－２ （問２）で「１」と回答された方にお聞きします。 

     水道水をそのまま飲む主な理由は何ですか？ 

 次の中から選んでください。（○は１つ） 

１ 水道水は安心だから 

２ そのままでもおいしいから 

３ 市販の水（ミネラルウォーター等）より安上がりだから 

４ 普段から飲んでいるので気にしたことはない 

５ その他（具体的に→                        ）

 

問２－３ （問２）で「１」以外に回答された方にお聞きします。 

     水道水をそのまま飲まない理由は何ですか？ 

 次の中から選んでください。（○は２つまで） 

１ 冷たくないから 

２ 塩素のにおいが気になるから 

３ 安全性が気になるから 

４ よりおいしい水を飲みたいから 

５ 市販の水（ミネラルウォーター等）はどこでも飲めるから 

６ 川の藻のようなにおいが気になるから 

７ なんとなくおいしくないイメージがあるから 

８ マンションなどのタンク（貯水槽）の管理に不安があるから 

９ その他（具体的に→                        ）

⇒ 問２－３へ 
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問３  あなたは普段の生活の中で，水資源の大切さや節水を意識して水道を使用して 

いますか？ 

次の中から選んでください。（○は１つ） 

１ 常に意識して使っている 

２ 時々は意識して使っている 

３ あまり意識していない 

４ 全く意識していない 

 

問４ 上下水道局では，いつでも安全でおいしい水道水を安定供給できるように努め

ていますが，あなたは水道事業について満足していますか？ 

次の中から選んでください。（○は１つ） 

１ 満足 

２ おおむね満足 

３ どちらともいえない    ⇒ 

４ やや不満 

５ 不満 

 

問５ あなたは，今後，水道事業の取り組みとして何を優先してほしいと思いますか？ 

次の中から選んでください。（○は２つまで） 

１ 水道料金を低く抑える 

２ 水不足などに備え，水道水を安定的に供給できる取り組みを強化する 

３ さらに安全でおいしい水を供給できる取り組みを行う 

４ 浄水場や水道管を大地震などの災害に強い施設にする 

５ 太陽光発電や水道管を利用した小水力発電など，環境に配慮した取り組みを行う

６ 水源地の環境保全に取り組む 

７ 水道施設の安全確保のため，警備体制などを強化する 

８ 水道技術を必要としている途上国に対する支援・協力を行う 

９ その他（具体的に→                        ）

 

次ページへ続きます ⇒ 

よろしければ，その理由もお書きください。 
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§２ 下水道事業についておうかがいします            
 

問６ 上下水道局では，快適な生活環境を守るため，ご家庭や事業所から出る下水を

適正に処理できるように努めていますが，あなたは下水道事業について満足し

ていますか？ 

次の中から選んでください。（○は１つ） 

１ 満足 

２ おおむね満足 

３ どちらともいえない    ⇒ 

４ やや不満 

５ 不満 

 

問７ あなたは，今後，下水道事業の取り組みとして何を優先してほしいと思いますか？ 

次の中から選んでください。（○は２つまで） 

１ 下水道使用料を低く抑える 

２ 下水の高度な処理方法を導入し，処理水を放流する河川の水質をさらに良くする

３ 下水道は市街地における大雨時の浸水被害を防ぐ役割もあるため，その対策

を強化する 

４ 処理場や下水管を大地震などの災害に強い施設にする 

５ 下水汚泥の処理過程で発生するガスを有効利用するなど，環境に配慮した取

り組みを行う 

６ 下水道技術を必要としている途上国に対する支援・協力を行う 

７ その他（具体的に→                        ）

 

問８ 大雨時の浸水被害を防ぐ手法の１つとして，宅地内に降った雨水を雨どいから

タンクに貯めるなどの方法がありますが，上下水道局では，市街化区域にお住

まいの方に，これらの設置にかかる経費の一部を補助しています。 

あなたは，この補助制度を知っていますか？ 

次の中から選んでください。（○は１つ） 

１ 知っている 

２ 知らない 

※ 貯めた雨水を庭の散水などに有効利用することができます。 

 

問８－２ あなたはこのタンクを設置したいと思いますか？ 

次の中から選んでください。（○は１つ） 

１ すでに設置している 

２ 今後設置したい 

３ 設置する必要がない 

４ 設置できない 

５ わからない 

雨水貯留施設

よろしければ，その理由もお書きください。 
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§３ 災害対策についておうかがいします            
 

問９ あなたは，災害などが発生した当日に，水道水の水質に関することや，断水な

どの情報を迅速かつ正確に知るために，どのような手段が特に有効だと思いま

すか？ 

次の中から選んでください。（○は２つまで） 

１ 市（上下水道局）のホームページ 

２ 携帯電話のサイト 

３ 地域（主に栃木県内）で放送されているテレビ 

４ 広域（主に全国，首都圏）で放送されているテレビ 

５ ラジオ 

６ 新聞 

７ 市（上下水道局）の広報車 

８ 地域の防災無線による放送 

９ 市役所や地区市民センター，避難所等からの情報提供 

１０ 市のメール配信サービス 

１１ その他（具体的に→                       ） 

 

問１０ 現在，上下水道局においては，計画的に上下水道施設の耐震化を進めていると

ころですが，この事業には多額の費用が必要となります。 

    あなたは，今後の耐震化の進め方について，どのようにすべきと考えますか？ 

次の中から選んでください。（○は１つ） 

１ 多少，料金等が値上げになったとしても，耐震化を強化すべき 

２ 現状の料金等を維持しながら，老朽施設の改築など，他の整備費用を抑えて，

   少しでも耐震化に力を注ぐべき 

３ 多額の費用がかかる耐震化の必要性を感じない 

４ わからない 

 

問１１ 災害などが発生した場合，断水したり，トイレが使えなくなったりすることが

想定されますが，その場合に備えて，あなたはどのような取り組みをしていま

すか？ 

次の中から選んでください。（○はあてはまるものすべて） 

１ 飲料水としての水道水のくみ置き 

２ 市販のペットボトル水の備蓄 

３ 風呂水のくみ置き 

４ 簡易トイレの準備 

５ その他の取り組み（具体的に→                   ）

６ 特にしていない 

 

 

次ページへ続きます ⇒ 



- 5 - 

 

§４ お客様サービスについておうかがいします            
 

問１２ 上下水道局では，広報紙『私たちのくらしと水』を年に４回（６，

９，１２，３月）発行していますが，あなたはこの広報紙を読

んだことがありますか？ 

次の中から選んでください。（○は１つ） 

１ いつも読んでいる 

２ たまに読んでいる 

３ ほとんど読んでいない 

４ 発行していることを知らない 

 

問１３ 上下水道局では，広報紙の発行，料金の口座振替割引やコンビニ納付の導入な

ど，サービスの向上に努めていますが，あなたは上下水道局のお客様サービス

に満足していますか？ 

次の中から選んでください。（○は１つ） 

１ 満足 

２ おおむね満足 

３ どちらともいえない    ⇒ 

４ やや不満 

５ 不満 

 

問１４ あなたは，今後，上下水道局にどのようなサービスを優先して取り組んでほし

いと思いますか？ 

次の中から選んでください。（○は２つまで） 

１ 電話や窓口における職員の対応の改善 

２ 水もれや下水のつまりなど，水のトラブル相談の充実 

３ 広報紙の充実 

４ ホームページの充実 

５ お客様の要望を聞くアンケート調査の充実 

６ 施設開放や施設見学会などのイベントの充実 

７ 出前講座（お届けセミナーなど）の充実 

８ 備蓄用ペットボトル水の販売 

９ その他（具体的に→                        ）

 

 

 

よろしければ，その理由もお書きください。 
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§５ お客様ご自身についておうかがいします            
 

※ 統計的な処理を行うために，あなたやご家庭のことについておうかがいします。 

 

１ あなたの性別（あてはまるものに○をおつけください） 

ア 男性         イ 女性      

 

２ あなたの年齢（あてはまるものに○をおつけください） 

ア １９歳以下       オ ５０～５９歳    

イ ２０～２９歳     カ ６０～６９歳 

ウ ３０～３９歳     キ ７０歳以上 

エ ４０～４９歳 

 

３ あなたのお住まいの地域（町名までご記入ください） 

 

 

  

４ あなたの住居形態（あてはまるものに○をおつけください） 

ア 一戸建て（持ち家） 

イ 一戸建て（賃貸） 

ウ アパートやマンション 

 

 

§６ 上下水道局へのご意見，ご要望等がございましたらご記入ください。 
 

（記入欄） 

 

 

 

 

 

 

 

以上で設問は終わりです。 
お忙しいなかご協力いただき， 

誠にありがとうございました。 

（例：河原町，旭１丁目 等） 

抽選でのプレゼントの 

お知らせは次ページに!! ⇒ 
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平成２４年度 水道・下水道に関するアンケート調査 

 

抽選でオリジナルグッズをプレゼント!! 
 

今回，本アンケート調査にご協力いただいた方の中から，

抽選で５０名様に，「上下水道局オリジナルタンブラー」を

プレゼントいたします。 

ご希望の方は，右下の「☆プレゼント応募券☆」に必要事

項をご記入の上，郵便ハガキに貼り付けるか封筒に入れて，

７月３１日（火）までに，下記あて先にご送付ください。 
 

ご応募いただきましたお客様の情報は，商品の発送以外には使用いたしません。 

なお，当選の発表は発送をもってかえさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

平成 24 年度 水道・下水道に関するアンケート調査 

☆プレゼント応募券☆ 
〒   － 

   宇都宮市 

ご住所                 

ご氏名                 

※切り取って郵便ハガキなどによりご返送ください。 

切り取り線 

＜あて先＞ 

〒３２０－８５４３ 

宇都宮市河原町 1－41 

宇都宮市上下水道局経営企画課 

「アンケート調査 プレゼント」係 

写真はイメージであり，実物とはデザイン等が

異なる場合があります。 

◆ ご不明な点がございましたら，
下記までご連絡ください。 
 
 上下水道局経営企画課 
 企画財政広報グループ 

TEL：028-633-3230 



別紙２

平成24年度

水道・下水道に関する
アンケート調査の結果

（概要）

平成２４年９月
上下水道局経営企画課



マーケティング調査の実施結果について

１　調査目的

２　実施日時 平成２４年７月

３　対象人数 ２，５００名（市内上下水道利用者による単純無作為抽出）

４　有効回答数 １，１１５名 （返答率４４．６％）

顧客満足度を調査，数値化し，さらには顧客の事前期待・
要求事項等のニーズを把握するため，アンケート形式によ
るマーケティング調査を実施するもの。



§１　水道事業

問１　【水道水のおいしさ】

あなたは，宇都宮市の水道水をおいしいと思いますか？

問２　【水道水の飲用状況】

あなたは普段『水』を飲む場合，どのように飲んでいますか？

　　・４割以上の方が，水道水を手を加えずに蛇口からそのまま飲んでいる。

　　・2割弱の方は，浄水器に通した水を飲んでいる。

　　・1割強の方は，市販のミネラルウォーターを飲んでいる。

　　・宇都宮の水道水を「おいしい」「どちらかといえばおいしい」と感じている方は，
 　　  全体の８割を超えている。

「平成２４年度　水道・下水道に関するアンケート」集計表
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問２－２

問２で「水道水をそのまま飲む」と回答された方にお聞きします。

その主な理由は何ですか？

　　・主な理由は「普段から飲んでいる」，「水道水は安心」，「そのままでもおいしい」

問２－３

問２で「水道水をそのまま飲む」以外に回答された方にお聞きします。

その主な理由は何ですか？

　　・主な理由は「よりおいしい水を飲みたい」，「安全性が気になる」，「塩素のにおい」
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問３　【節水への意識】

　　・５割以上の方が節水などを意識して水道を使用している。

問４　【水道事業の満足度】

　　・ ７割以上の方が水道事業について「満足」または「概ね満足」と思っている。

いつでも安全でおいしい水道水を安定供給できるように努めておりますが，
あなたは，水道事業について満足していますか？

あなたは普段の生活の中で，水資源の大切さや節水を意識して水道を
使用していますか。
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問５　【水道事業の優先度】

あなたは，今後，水道事業の取組みとして何を優先してほしいと思いますか？

　　・事業の優先順位として「水道料金の維持抑制」，「さらに安全でおいしい水の供給」，

「浄水場や水道管の耐震化」の順番になっている。
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§２　下水道事業

問６　【下水道事業の満足度】

　　・ ７割以上の方が下水道事業について「満足」または「概ね満足」と思っている。

問７　【下水道事業の優先度】

あなたは，今後，下水道事業の取組みとして何を優先してほしいと思いますか？

　　・ ６割弱 の方が「下水道使用料の維持抑制」を望んでおり， 次いで「高度処理の

　　　導入による河川の水質改善」，「施設の耐震化」となっている。

快適な生活環境を守るため，ご家庭や事業所から出る下水を
適正に処理できるよう努めていますが，
あなたは，下水道事業について満足していますか？
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問８　【雨水貯留・浸透施設への関心度】

　　・  補助制度を知っている人の割合が３割弱と低調である。

問８-２　【雨水貯留施設等の設置希望】

　　・  ３割以上の方が，雨水貯留タンクを設置したいと思っている。

大雨時の浸水被害を防ぐ手法の１つとして，宅地内に降った雨水を雨どいからタンクに貯
める
などの手法がありますが，上下水道局では，市街化区域にお住まいの方に，これらの設置
にかかる経費の一部を補助しています。
あなたは，この補助制度を知っていますか？

あなたはこのタンクなどを設置したいと思いますか？
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§３　災害対策

問９　【災害時に有効な情報伝達手段】

問10　【今後の耐震化の進め方】

　　・  ７割以上の方が，他の整備費用を抑制して耐震化を進めるべきと考えている。

　　・　一方で，約１５％の方が，料金値上げをしてでも耐震化を強化すべきと考えている。

あなたは，災害などが発生した当日に，水道水の水質に関することや，断水など
の情報を迅速かつ正確に知るために，どのような手段が特に有効だと思いますか？

現在，上下水道局においては，計画的に上下水道施設の耐震化を進めている
ところですが，一方で，この事業には多額の費用が必要となります。
　あなたは，今後の耐震化について，どのようにすべきと考えますか？
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問11　【災害時のための備え】

　　・  災害時の備えとして，ペットボトルの備蓄を行っている方が最も多い。

　　・　一方で，約２割の方が，災害時の備えを特にしていない。

　災害などが発生した場合，水道水が断水したり，トイレが使えなくなったりすることも
　想定できますが，その場合にどういう備えを行なっていますか？
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§４　お客様サービス

問12　【広報紙の閲読状況】

問13　【お客様サービスの満足度】

　　・ ７割弱の方がお客様サービスについて「満足」または「概ね満足」と思っている。

上下水道局の広報紙『私たちのくらしと水』を，年に４回，発行していますが，あなたは
読んだことがありますか？

上下水道局では，広報紙の発行，料金の口座振替割引やコンビニ収納の導入など，
サービスの向上に努めていますが，あなたは上下水道局のサービスに満足していますか？

　　・  約６５％の方が，上下水道広報紙を「いつも読む」，「たまに読む」と回答している。
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問14　【事業の優先度】

　　・ 「水のトラブル相談の充実」が最も多く，次いで「職員の対応の改善」，

　　　「備蓄用ペットボトル水の販売」となっている。

あなたは，今後，上下水道局で，どのようなサービスを優先して取り組んでほしいと思い
ますか？
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§５　お客様情報

１　あなたの性別 ２　あなたの年齢

３　住居形態
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【資料４】 

 

上下水道基本計画改定計画の骨子について 

 

１ 計画の概要 

  計画改定の基本的な考え方 

平成２４年度をもって「上下水道基本計画」の前期計画期間が終了することから，

上下水道事業を取り巻く社会経済環境の変化や，これまでの施策の達成状況等を踏ま

えた中間見直しを実施し，後期５年間を計画期間とする改定計画を策定する。 

    

  計画の位置づけ 

・ 策定中の「第５次宇都宮市総合計画改定基本計画」における個別計画 

・ 「水道ビジョン」（厚生労働省）及び「下水道ビジョン２１００」(国土交通省)

における地域ビジョンとしての性格を有する計画 

 

２ 計画の骨子（案） 別紙参照 

  前期計画期間の実績評価 

現行計画における６本の計画の柱それぞれにおいて，目標達成に向けた取組を着実

に進めている。 

 

  外部環境の変化 

・ 東日本大震災・福島第一原子力発電所事故の発生 

⇒ 市民の危機管理意識の高まり，災害発生時等のより的確な対応， 

       耐震化の取組の強化，放射性物質への対応，再生可能エネルギーの有効活用 等  

・ 水源地保全への関心の高まり 

⇒ 局としての水源地への関わり方の再検討 

・ 高度情報化の進展 

⇒ より一層の利便性の向上と情報セキュリティの確保 

 

  実績評価等から導き出された課題 

・ 上下水道施設の改築・更新や耐震化等の計画的な事業推進 

・ より効果的な危機管理体制の構築 

・ 環境に配慮した取組のより一層の推進 

・ 新たな情報通信ツールの活用に関する検討 

・ 技術継承の確実な推進                  等 

 

  施策体系のイメージ 

   上記の外部環境の変化や導き出された課題に対応するために，現行計画の施策体系

を原則として継承しながら，「危機管理の強化」に係る基本施策を新たに分割し，取組

を強化していく。 



３ 今後のスケジュール 

   ９月～ 骨子に基づく改定計画素案の策定 

 １１月 上下水道事業懇話会等における改定計画素案に係る懇話 

  １月～ 改定計画素案のパブリックコメント実施 



上下水道基本計画改定計画 骨子（案） 
 
 
  

 

≪第５次総合計画改定計画≫ ≪上下水道基本計画改定計画≫ 計画の柱／基本施策／基本事業 

 
 
 
 

 
 
◆ 策定の趣旨 
 信頼される経営を確立し，お客様満足度を向上させていくため

に，上下水道サービスの質を高めていくことが重要である。 

このため，本市の中長期的な上下水道事業の方向性を示し計

画的に事業を推進する「宇都宮市上下水道基本計画」を策定す

る。 
 

◆ 計画の位置づけ 
【市の計画】 

 策定中の「第 5 次宇都宮市総合計画改定基本計画」における個別計画 

【国の計画】 

 「水道ビジョン」（厚生労働省）及び 

 「下水道ビジョン 2100」（国土交通省） における地域ビジョン
 
◆ 改定の基本的な考え方 
 平成 24 年度をもって前期計画期間が終了することから，上下

水道事業を取り巻く社会経済環境の変化や，これまでの施策の

達成状況等を踏まえた中間見直しを実施し，後期 5 年間を計画

期間とする改定計画を策定する。 
 
◆ 計画期間 
 平成 20 年度から平成 29 年度までの 10 年間 

 改定計画：平成 25 年度から 29 年度までの 5 年間 

計画の概要 
 
 

 今後一層，お客様満足度の向上にむけて『上下水道サービス
の質を高める』ため，次の 6 つの柱を掲げ，重点的に取り組む。
 

1 高品質で安全な水を安定供給するための 

   『水道水の安心給水の推進』 
 
2 生活排水と雨水を適正に処理し，快適な生活環境を確保するための

『下水の適正処理の推進』 
 
3 災害に強いライフラインの確立と危機管理体制の強化を図るための

『危機管理の強化』 
 
4 環境に配慮した取組を推進し，持続可能な循環型社会に貢献す

るための 

 『環境負荷低減の推進』 
 
5 お客様ニーズに的確に対応し，お客様満足度の向上に努めるための

『お客様サービスの充実』 
 
6 財政構造改革と人材育成により経営基盤の強化を図り，信頼性

を確保するための 

   『信頼経営の推進』 

取組の基本的な考え方 

 
 

１ 『水道水の安心給水の推進』 
水道 GLP の取得や水安全計画の策定・運用等，湯西川ダムの

完成による安定水利権の確保，白沢浄水場の施設更新など，取組

を着実に進めている。 
 
２ 『下水の適正処理の推進』 

計画的な汚水管渠の整備や合流式下水道の機能改善，雨水幹線

の整備や雨水貯留浸透施設の設置促進，下水道施設情報管理シス

テムの構築・運用など，取組を着実に進めている。また，生活排

水処理事業を上下水道局に一元化している。 
 
３ 『危機管理の強化』 
 局危機管理計画の見直しの実施や応急給水拠点の整備，上下水

道の基幹施設の耐震診断実施や上下水道耐震化基本計画の策定

など，取組を着実に進めている。 
 
４ 『環境保全の推進』 
 小水力発電設備の導入や太陽光発電設備の増設，浄水発生土・

下水汚泥の有効利用など，取組を着実に進めている。 
 
５ 『お客様サービスの充実』 
 修繕相談体制の充実や個別需給給水契約制度の見直し，広報紙

の発行や各種イベントの実施など，取組を着実に進めている。 
 
６ 『信頼経営の推進』 
 高い収納率の維持や企業債残高の縮減，業務改善制度の導入な

ど，取組を着実に進めている。 

前期計画期間の実績評価 

 
 

・ 上下水道施設の改築・更新や耐震化等については，多額の費用

を要することから，現状の的確な把握や優先度の設定を踏ま

え，引き続き計画的に事業を推進する必要がある。 

・ 効果的な漏水・不明水対策のあり方を検討し，推進する必要が

ある。 

・ 東日本大震災の教訓等を踏まえ，より効果的な危機管理体制を

構築する必要がある。 

・ 効果的な小水力発電の検討や汚泥消化ガスの有効活用の研究

推進など，環境に配慮した取組をより一層推進する必要があ

る。 

・ 高度情報化の進展を踏まえ，サービスの充実のための新たな情

報通信ツールの活用について検討していく必要がある。 

・ 人材育成方針等に基づき，技術継承を確実に推進する必要がある。

・ 高い収納率の維持や企業債残高の一層の縮減を図るなど，引き

続き財政構造改革を推進する必要がある。 

実績評価等から導き出された課題 

 
 

◆ 東日本大震災・福島第一原子力発電所事故の発生 
 ⇒ 市民の危機管理意識の高まり 

   災害・事故発生時等のより的確な対応 

   耐震化の取組の強化 

   放射性物質（水道水・浄水発生土・下水汚泥等）への対応 

   再生可能エネルギーの一層の有効活用 

◆ 水源地保全への関心の高まり 
 ⇒ 局としての水源地への関わり方の再検討 

◆ 高度情報化の進展 
 ⇒ より一層の利便性の向上と情報セキュリティの確保 

外部環境の変化 

施策体系のイメージ（案） 

 
 

1-1 水道水の高品質化の推進 

 (1)水道水の水質管理の充実 (2)おいしい水づくりの推進

 (3)新鮮でおいしい水の供給の推進 

1-2 安定給水の確保 

 (1)水源の保全対策 (2)水道施設の整備 

1-3 水道施設等の適正な管理 

 (1)施設等の適正な維持管理 (2)施設等の計画的な改築・更新

1 水道水の安心給水の推進 

 
 

2-1 生活排水の適正処理の推進 

 (1)汚水管渠の整備 (2)水再生センター，中継ポンプ場の整備

 (3)合流式下水道の機能改善 (4)公共用水域の水質向上 

2-2 雨水対策の推進 

 (1)雨水幹線等の整備 (2)雨水貯留・浸透施設設置の促進

2-3 下水道施設等の適正な管理 

 (1)施設等の適正な維持管理 (2)施設等の計画的な改築・更新

2 下水の適正処理の推進 

 
 

3-1 危機管理体制の充実 

 (1)緊急時対応の強化 (2)放射性物質等への対応 

3-2 施設の災害・危機管理対策の推進 

 (1)耐震化への取組強化（再掲） (2)施設の警備体制の強化

3 危機管理の強化 

 
 

4-1 環境に配慮した取組の推進 

 (1)省エネルギー対策の推進 (2)再生可能エネルギーの有効活用

 (3)上下水道資源の有効活用 

4 環境負荷低減の推進 

 
 

5-1 お客様サービスの高品質化 

 (1)お客様サービスの充実 (2)新鮮でおいしい水の供給の推進

 (3)広報広聴活動の充実 

5 お客様サービスの充実 

 
 

6-1 経営基盤の強化 

 (1)財政基盤の強化 (2)人材育成の強化 

6-2 経営の効率化 

(1)民間的経営手法の活用 (2)計画的・効率的な事業の推進

6 信頼経営の推進 
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施策体系のイメージ（案）における取組の例について 

 
【施策体系のイメージ（案）の詳細】 

計画の柱 基本施策 基本事業 取組の例 

１ 水道水の安 

  心給水の推 

  進 

1-1 水道水の高品質 

   化の推進 

(1) 水道水の水質管理の充実

(2) おいしい水づくりの推進

(3) 新鮮でおいしい水の供給

の推進 

・ 高度浄水処理技術の研究 

・ 直結給水の推進 

1-2 安定給水の確保 (1) 水源の保全対策 

(2) 水道施設の整備 

・ 水源地保全対策の検討 

・ 配水管理システム整備計

画の推進 

1-3 水道施設等の適 

  正な管理 

(1) 施設等の適正な維持管理

(2) 施設等の計画的な改築・

更新 

・ 効果的な漏水対策の推進 

・ 耐震化整備計画の策定・推

進 

２ 下水の適正 

  処理の推進 

2-1 生活排水の適正 

   処理の推進 

(1) 汚水管渠の整備 

(2) 水再生センター，中継ポ

ンプ場の整備 

(3) 合流式下水道の機能改善

(4) 公共用水域の水質向上 

・ 汚水管渠・水再生センター

等の整備 

2-2 雨水対策の推進 (1) 雨水幹線等の整備 

(2) 雨水貯留・浸透施設設置

の促進 

・ 公共下水道雨水幹線等の

整備 

・ 宅地内雨水貯留・浸透施設

設置の促進 

2-3 下水道施設等の 

  適正な管理 

(1) 施設等の適正な維持管理

(2) 施設等の計画的な改築・

更新 

・ 汚水管渠の改築・更新の推

進 

・ 耐震化整備計画の策定・推

進 

３ 危機管理の 

  強化 

3-1 危機管理体制の 

充実 

(1) 緊急時対応の強化 

(2) 放射性物質等への対応 

・ 効果的な訓練の実施 

・ 応急復旧体制の強化 

・ 放射性物質への対応の着

実な推進 

3-2 施設の災害・危機

管理対策の推進 

(1) 耐震化への取組強化 

(2) 施設の警備体制の強化 

・ 耐震化整備計画の策定・推

進（再掲） 

・ 危機管理に係る水道施設

整備方針の推進 

４ 環境負荷低 

減の推進 

4-1 環境に配慮した 

取組の推進 

(1) 省エネルギー対策の推進

(2) 再生可能エネルギーの有

効活用 

(3) 上下水道資源の有効活用

・ 汚泥消化ガス等の有効活

用の検討 

・ 下水汚泥等の有効活用の

推進 

５ お客様サー 

  ビスの充実 

5-1 お客様サービス 

   の高品質化 

(1) お客様サービスの充実 

(2) 新鮮でおいしい水の供給

の推進（再掲） 

(3) 広報広聴活動の充実（再

掲） 

・ 支払方法の拡充の検討 

・ 新たな情報通信技術を活

用したサービスの検討 

６ 信頼経営の 

  推進 

6-1 経営基盤の強化 (1) 財政基盤の強化 

(2) 人材育成の強化 

・ 財政構造改革の一層の推

進 

・ 技術継承の着実な実施 

6-2 経営の効率化 (1) 民間的経営手法の活用 

(2) 計画的・効率的な事業の

推進 

・ 公会計基準見直しへの対

応 

・ 中長期的な資産管理のあ

り方検討 

※ 各基本事業の下の取組（の例）については，素案作成の段階で詳細な検討を行うものであり，今後内

容の変更もあり得る。 

参 考 



【資料５】 

 
第二期地方分権改革に関するパブリックコメントについて 

 
◎ 趣 旨 

第二期地方分権改革に伴い，本市において条例で定める水道及び下水道の基準の方針

に関するパブリックコメントの実施について報告するもの 

 
１ 背景 

 「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に

関する法律」の制定に基づき，水道法（昭和３２年６月１５日法律第１７７号）の一部

改正に伴い，水道の布設工事監督者の配置等に関する基準を，下水道法（平成 23 年 8
月 26 日法律第 105 号）の一部改正に伴い，公共下水道の構造，終末処理場の維持管理，

都市下水路の維持管理に関する基準を，それぞれ本市の条例で定める必要がある。 
 
２ 分類の基準 
  これまで法令で定められていた全国統一の基準については，法令改正により「従うべ

き基準」，「標準」，「参酌すべき基準」の３つに分類され，この分類に基づき，条例を制

定していく必要がある。 
 
 従うべき基準 標準 参酌すべき基準 
法的効果 ・必ず適合しなければな

らない基準 
・条例の内容は，法令の

「従うべき基準」に従わ

なければならない 

・通常よるべき基準 
・条例の内容は，法令の

「標準」を標準とする範

囲内でなければならな

い 

・十分参照しなければな

らない基準 
・条例の制定に当たって

は，法令の「参酌すべき

基準」を十分参照した上

で判断しなければなら

ない。 
異なるもの

を定めるこ

との許容の

程度 

法令の「従うべき基準」

と異なる内容を定める

ことは許容されないが，

当該基準に従う範囲内

で，地域の実情に応じた

内容を定めることは許

容 

法令の「標準」を標準と

しつつ，合理的な理由が

ある範囲内で，地域の実

情に応じた「標準」と異

なる内容を定めること

は許容 

法令の「参酌すべき基

準」を十分参照した結果

としてであれば，地域の

実情に応じて，異なる内

容を定めることは許容 
 

 
 

 ⇒ 水道・下水道の基準は，「参酌すべき基準」に該当 
 
３ 施行日 
  平成２５年４月１日（予定） 



４ 規定する主な基準 
   水道法関係   

見出し 概要 
水道施設の増設及び改造の基

準 

布設工事監督者を配置する工事の規定（水道施

設の増設及び改造の工事内容を規定するもの）

水道の布設工事監督者の資格 
学業上の経歴及び資格に応じた，布設工事監督

者が有すべき業務経験に関する規定 

水道技術管理者の資格 
学業上の経歴に応じた，水道技術管理者が有す

べき業務経験等に関する規定 

 

※ 詳細は別添「水道の布設工事監督者の配置等に関する基準 抄（昭和三十二年十

二月十二日政令第三百三十六号）」及び「水道の布設工事監督者の配置等に関する基

準 抄（昭和三十二年十二月十四日厚生労働省令第四十五号）」参照 
 

   下水道法関係 

見出し 概要 
公共下水道の構造の技術上の基準 公共下水道の排水施設や処理施設の構造基準 

終末処理場の維持管理の基準 終末処理場の維持管理手法や措置すべきこと 

都市下水路の維持管理の基準 都市下水路の構造基準や維持管理手法 

  
※ 詳細は別添「下水道法施行令 抄（昭和三十四年四月二十二日政令第百四十七号）」

参照 
 

５ 本市の基準設定の考え方 

これまで国の基準に基づき，利用者と上下水道施設の管理者の観点から，適切なサー

ビスの提供や施設の管理が行われており，引き続き，国の基準を採用することで，同様

の効果が期待できることから，国の基準を本市の基準として採用する。 
 

６ パブリックコメントの実施状況 
   意見の募集期間   

   平成２４年８月１日（水）～平成２４年８月３１日（金） 

   意見の内容 

   （別途説明） 

 
７ 今後のスケジュール 
  平成２４年９月 条例案の策定 
  平成２５年３月 議会に基準に関する条例案を提案 
       ４月 条例の施行 
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